
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

築
促

進
委

員
会

と
し

て
、

令
和

元
年

九
月
 

し
て

昨
年

十
二

月
十

三
日

に
行

政
（

危
機
 

    

実
現

し
ま

し
た

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
改

築
（

移
転

新
設

）
に

つ
き

ま
し

て
は

、
諸

般
の

事
情

で
進

展
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
神

杉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
改

築
促

進
委

員
会

と
し

て
、

令
和

元
年

九
月
 

令
和

三
年

 
元

旦
 

 
神

杉
地

区
自

治
会

連
合
 

 
 

 
 

 
 

会
長

 
有

田
 

雅
俊
 

も
、
支

援
を

頂
き

、
お

陰
様

で
十

二
月

議
会

で
採

択
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

 
ま

た
、
神

杉
の

大
き

な
行

事
で

も
あ

り
ま

す
神

杉
地

区
防

災
訓

練
を

規
模

縮
小

し
て

昨
年

十
二

月
十

三
日

に
行

政
（

危
機
 

出
来

ま
し

た
こ

と
は

、
地

域
の

皆
様

の
ご

協
力

の
お

陰
で

あ
り

、
感

謝
の

気
持

ち
で

い
っ

ぱ
い

で
ご

ざ
い

ま
す

。
 

 
さ

て
、

神
杉

の
拠

点
整

備
に

つ
き

ま
し

て
は

、
五

つ
の

要
望

の
内

四
つ

の
願

い
が

実
現

し
ま

し
た

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 
皆

様
の

ご
健

康
と

ご
多

幸
を

祈
念

し
、

年
頭

に
あ

た
っ

て
の

挨
拶

と
致

し
ま

す
。
 

令
和

三
年

 
元

旦
 

の
総

意
の

も
と

改
築

の
実

現
に

向
け

て
粘

り
強

い
運

動
を

進
め

た
い

と
思

い
ま

す
。
な

お
、
十

二
月

に
市

議
会

提
出

の
陳

情
書

で
は

、
東

部
地

区
自

治
会

連
合

会
（

川
西
・
田

幸
・
和

田
）
の

三
地

区
か

ら
も

、
支

援
を

頂
き

、
お

陰
様

で
十

二
月

議

行
事

を
含

む
多

く
の

行
事

が
中

止
と

な
り

ま
し

た
。

こ
う

し
た

中
、

い
く

つ
か

の
行

事
・

講
座

等
は

、
規

模
縮

小
や

延
期

な
ど

感
染

拡
大

防
止

対
応

策
を

取
っ

て
行

事
が

出
来

ま
し

た
こ

と
は

、
地

域
の

皆
様

の
ご

ま
ち

づ
く

り
」

を
目

指
し

、
「

住
ん

で
良

か
っ

た
神

杉
」
「

持
続

可
能

な
神

杉
」

の
実

現
に

向
け

て
、

皆
さ

ん
と

連
携

し
努

力
し

て
ま

い
り

ま
す

の
で

今
年

も
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
 

対
し

て
、

時
代

の
変

遷
と

と
も

に
安

全
性

、
利

便
性

が
機

能
的

に
支

障
を

き
た

す
な

ど
、
住

民
ニ

ー
ズ

に
合

わ
な

く
な

っ
た

施
設

と
な

っ
て

い
ま

す
。
神

杉
地

区
住

民
の

総
意

の
も

と
改

築
の

実
現

に
向

け
て

し
た

。
 

 
 
コ

ロ
ナ

禍
で

の
行

事
開

始
と

な
り

、
五

月
の

神
杉

合
同

運
動

会
、

六
月

の
神

杉
大

田
植

、
九

月
の

神
杉

地
区

敬
老

会
、

十
一

月
の

神
杉

ふ
れ

あ
い

祭
り

等
神

杉
の

三
大

行
事

を
含

む
多

く
の

行
事

が
中

止
と

な
り

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
が

終
息

す
る

こ
と

を
願

い
な

が
ら

、
新

た
な

年
に

向
け

神
杉

ま
ち

づ
く

り
ビ

ジ
ョ

ン
の

基
本

目
標

で
あ

り
ま

す
〜

天
下

り
伝

説
の

里
に

〜
「

人
々

が
ふ

れ
あ

い
 

地
域

が
輝

く
ま

ち
づ

く
り

」
を

目
指

し
、

「
住

ん
で

害
者

の
安

全
・

衛
生

・
利

便
性

が
悪

い
、

感
染

症
が

発
生

し
た

場
合

、
健

常
者

と
有

症
者

の
エ
リ
ア

区
分

が
で

き
な

い
等

大
き

な
問
題

点
が

あ
り

ま
す

。
施

設
の

老
朽

化
を

始
め

生
涯
学
習

等
様

々
な
活

動
に

対
し

て
、

時
代

の
変

遷
と

と
も

に
安

全
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と
さ

せ
て

い
た

だ
き

「
書
面

議
決

書
」

で
の

対
応

と
な

り
ま

し
た

。
集
計

の
結
果

全
て

の
議
案

が
賛
成

多
数

に
よ

り
議
決

さ
れ

ま
し

た
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

し
安

全
な

地
域

づ
く

り
に

つ
な
げ

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
引

続
き

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 
今

年
は

、
災

害
が

な
い

よ
う

、
ま

た
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

が
終

息
す

る
こ

 
現
在

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
は

、
災

害
時

等
の

基
幹
避
難
所

と
し

て
指
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
が

、
二
階

の
避
難

ス
ペ

ー
ス

が
狭

い
（

十
五
名

）
、
高
齢

者
・
障

害
者

の
安

全
・

衛
生

・
利

便
性

が
悪

い
、

地
区

自
治

会
連

合
会

の
運
営
及
び

行
事

に
つ

き
ま

し
て
格
別

の
ご
理
解

と
ご

協
力

を
頂

き
深

く
感

謝
申

し
あ
げ

ま
す

。
令

和
二

年
度

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
で

始
ま

り
、

四
月

開
催

の
定

期
総

会
を

中
止

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

「
書
面

議
決

書
」

で

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
反
省

す
る

と
こ

ろ
や

強
化

す
る

と
こ

ろ
も

い
ろ

い
ろ

あ
り

ま
す

、
住

民
の

安
全

の
重

要
性

を
改

め
て
認
識

し
、

皆
さ

ん
の

意
見

を
活

か
し

安
全

な
地

域
づ

く
り

に
つ

な
げ

て
い

日
に

は
市

議
会

総
務

常
任

委
員

長
あ

て
に

陳
情

書
を

提
出

し
、
令

和
二

年
十

二
月

十
四

日
に

は
市

議
会

総
務

委
員

会
に

陳
情

内
容

に
つ

い
て

説
明

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
と

こ
ろ

で
す

。
 

 
現
在

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
は

、

2021

明
け

ま
し

て
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま

す
新

し
い

年
が

良
き

年
で

あ
り

ま
す

よ
う
心

か
ら

お
祈

り
致

し
ま

す
。
 

 
 
地

域
の

皆
様

に
は

、
日

ご
ろ

か
ら

神
杉

地
区

自
治

会
連

合
会

の
運
営
及
び

行
事

に

策
を
想
定

し
、
避
難
所

設
営

の
体
験

を
実

施
し

ま
し

た
。

災
害

時
の
避
難

の
基

本
に

な
り

ま
す

防
災

訓
練

も
地

域
住

民
の

皆
さ

ん
の
積
極

的
な
参
加

や
協

力
も

あ
り

年
々
充

実
し

て
お

り
力

強
く

思
っ

十
八

日
に

続
き

、
令

和
二

年
八

月
二

十
六

日
に
福
岡

市
長

に
要

望
書

を
提

出
し

改
築

の
お

願
い

を
し

ま
し

た
。
令

和
二

年
十

一
月

十
七

日
に

は
市

議
会

議
長
・
翌

十
八

日
に

は
市

議
会

総
務

常
任

委
員

長
あ

て

1.1.1 7:47
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明
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ま
し
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お

め
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ま

す

 

で
の

住
民
相
互

の
安
否
確
認

等
を

訓
練

目
的

と
し

て
実

施
し

ま
し

た
。
引

続
き

、
防

災
委

員
中
心

に
補
助
避
難
所
( 神

杉
小
学
校
体
育
館
) の

開
設

を
感

染
症

対
策

を
想
定

し
、
避
難
所

設
営

の
体
験

を
十
八

日
に

続
き

、
令

和
二

年
八

月
二

十
六

7  
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管
理
課

・
地

域
振
興
課

）
消

防
団

神
杉

分
団

と
二

十
八

全
て

の
自

治
会

の
参
加

の
も

と
、
各

地
域

自
主

防
災

会
で

の
連

絡
体
制

の
確
認

や
地

域
避
難
所
（
各

区
）

で
の

住
民
相
互

の
安
否
確
認

等
を

訓
練

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を
始

め
体
育
館

内
の
レ

イ
ア

ウ

第

学
校
体
育
館

に
集

合
し

有
事

の

際
の
手
順

と
し

て
防

災
会

本
部

を
始

め
体
育
館

内
の
レ

イ
ア

ウ

2020.1

役
立

つ
」

「
防

災
委

員
は
短

期
で

代
わ

る
繰
返

し
訓

練
を

望
む

」
等

の
要

望
が

あ
っ

た
。
 

第６回

安
否
確
認

を
行

い
人
数

を
電
話

に
て

本
部
へ
報
告

し
た

。
 

 
そ

の
後

防
災

委
員

は
神

杉
小

020.12.13 

前
十

一
時

に
は

終
了

と
し

た
。
参

加
者

の
声

と
し

て
「

有
事

の
際

に

役
立

つ
」

「
防

災
委

員
は
短

期
で

第６回   

避
難
所
へ

昨
年
度
配
布

の
防

災

バ
ッ
ク

を
背
負

い
集

合
し

た
。
防

災
委

員
は

地
域

内
の

全
住

民
の

名
に

よ
り

訓
練

を
受

け
た

。
又

、

コ
ロ

ナ
三
密
回
避

か
ら

出
来

る
だ

け
短

時
間

の
訓

練
と

す
る

た
め
午

 

      避

は
自
主

防
災

会
本

部
か

ら
通
知

せ
ず

、
各

防
災

会
の
判
断

で
地

域

避
難
所
へ

昨
年
度
配
布

の
防

災

杉
分
団
２
名
及
び

三
次

市
女

性
消

防
隊

員
３
名

と
防

災
士
３
名

の
８

名
に

よ
り

訓
練

を
受

け
た

。
又

、

- ２ - 

         避難訓

時
に

三
次

市
災

害
対

策
本

部
か

ら
避
難

指
示
( 勧
告
) が

発
令

さ
れ

た
と
仮
定

し
、
訓

練
開

始
の

連
絡

ク
②

事
前
受
付
③
受
付

を
通

り
各

エ
リ
ア

に
誘
導

し
分
散

さ
れ

た
。

今
回

の
訓

練
指
導

者
は
消

防
団

神

 

         避難訓練 

し
た

会
場

設
営
手
順

を
体
験

し

た
。
訓

練
は

昨
年

同
様

、
午
前
８

時
に

三
次

市
災

害
対

策
本

部
か

１
０
名

が
ビ
ブ

ス
( 体
調
記
載

の
ゼ

ッ
ケ

ン
) を
着
用

し
①

健
康
チ
ェ
ッ

ク
②

事
前
受
付
③
受
付

を
通

り
各

       実

る
」
こ

と
を

基
本

に
、
各

地
域

防

災
会
組
織

の
住

民
相
互

の
安
否

確
認

と
避
難
所

開
設

時
を
想
定

慮
者

の
Ｄ
ゾ

ー
ン
( 市

危
機
管
理
課

の
Ｖ
Ｒ

災
害
体
験
) の
４
班

に
分

か

れ
設
営
作
業

を
行

っ
た

。
そ

の
後

実施 
ロ

ナ
感

染
予

防
に
配
慮

し
た

防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。
今
回

の
訓

練
は

「
自
分

の
命

は
自
分

で
守

て
) ・

発
熱

者
等

の
Ｂ
ゾ

ー
ン
( 間
仕

切
り
組
立

て
) ・

要
配
慮

者
の
Ｃ
ゾ

ー
ン
( 簡
易

テ
ン
ト
組
立

て
) ・

要
配

 
神

杉
地

区
自
主

防
災

会
( 会

長
 

有
田

雅
俊
) は

令
和
２

年
度

の
コ

ロ
ナ

感
染
予

防
に
配
慮

し
た

防

表
に
従

い
・

一
般
避
難

者
の
Ａ
ゾ

ー
ン
( ダ

ン
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ト
組
立

て
) ・

発
熱

者
等

の
Ｂ
ゾ

ー
ン
( 間
仕



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
反

対
 

 
無

 

 
以
上
過
半
数

の
賛
成

を
持

ち
ま

し
て
承
認

さ

れ
ま

し
た

。
 

総務委員会で

二
、
投
票
結
果

 
総
数

 
五

四
名

 

 
賛
成

 
五

一
名

 

 
反

対
 

 
無

 

委員会での現状説明
一

、
議
案

 
事
務
局
次

長
を

 
二
〇

区
 

 
 

 

河
野
誠

一
郎

 
氏

と
す

る
 

現状説明 12 月 14 日

 
そ

の
結
果

に
つ

い
て
次

の
と

お
り

ご
報
告

い

た
し

ま
す

。
 

日 

- ３ - 

会
長

会
議

を
経

て
同

規
約
第

一
四
条

一
項

に
よ

り
書
面

に
よ

る
臨

時
総

会
を

開
催

い
た

し
ま

し

た
。

 

り
ま

す
。
 

 
 

設
面

で
ご
理
解

い
た

だ
き

、
全

会
 

説明中

選
任
報
告

が
あ

り
、

自
治

会
連

合
会

規
約
第
９

条
４
項

 
会

長
が
選
任

し
総

会
で
承
認

と
な

っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

一
〇

月
の
理

事
会

、
自

治

会
長

会
議

を
経

て
同

規
約
第

一
四
条

一
項

に
よ

 
今
後

改
築

に
向

け
て

は
、

市
の
執

行
計
画

に
盛

り
込

ん
で

も
ら

う
必

要

が
あ

り
、

こ
れ

か
ら

が
正

念
場

と
な

り
ま

す
。
 

田
会

長
及
び

有
田

事
務
局

長
が

説

明
に
上

り
、
特

に
基
幹
避
難
所

と

し
て

の
役
割

、
高
齢

者
対

応
の

施

設
面

で
ご
理
解

い
た

だ
き

、
全

会
 

説明中の有田会長・

え
て

い
ま

す
。
こ

の
度

、
空
席

で
あ

り
ま

し
た

、

事
務
局
次

長
職

に
つ

き
有

田
会

長
よ

り
候
補

者

選
任
報
告

が
あ

り
、

自
治

会
連

合
会

規
約
第
９

ま
し

た
と

こ
ろ

、
令

和
二

年
十

二
月

十
八

日
の

市
議

会
定
例

会
に

て
全

員

一
致

で
採

択
さ

れ
た
旨
通
知

が
あ

り

ま
し

た
。
 

員
長
宛

に
神

杉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
改

築
の

陳
情

書
を

提
出

し

十
二

月
十

四
日

同
委

員
会

に
て

コ

ミ
セ

ン
建
屋

の
現
状

に
つ

い
て

有

会長・有田事務局長

当
連

合
会

で
は
継

続
的

に
地

域
の

生
活
環
境

の
改
善

と
向
上

を
行

う
中

で
、

持
続

可
能

な
事

務
局

と
し

て
組
織

の
若
返

り
を
図

り
た

い
と
考

一
致

で
承
認

さ
れ

ま
し

た
。
そ

の
後

の
市

議
会

の
審
査

に
期
待

し
て

お
り

ま
し

た
と

こ
ろ

、
令

和
二

年
十

二
月

 
昨

年
十

一
月

十
七

日
に

市
議

会

議
長

、
同

十
八

日
は

総
務

常
任

委

員
長
宛

に
神

杉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

長 

神
杉

自
治

会
連

合
会

臨
時

総
会

 

の
結

果
に

つ
い

て
 

当
連

合
会

で
は
継

続
的

に
地

域
の

生
活
環
境

三
次

市
議

会
採

択
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。
 

ら
・

・
 

 

 
自

治
活

動
が

う
ま

く
で

き
る

こ
と

を
願

う
ば

か
り

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
新

 

瀨
戸

内
へ

嫁
ぎ

し
娘

蜜
柑

来
る

 
 

 
 

 
 

 
加

藤
 

茂
夫

 

  

国
民

の
３

分
の

２
以

上
が

接
種

で
き

れ
ば

日
常

生
活

に
戻

れ
る

と
い

う
が

・
・

我
々

は
い

つ
の

こ
と

や
葉

牡
丹

を
育

て
て

贈
る

笑
顔

か
な

 
 

 
 

 
 

中
藤

 
博

文
 

 
令

和
 

二
年

三
月

 
三
次
農

協
 
退
職

 

 
令

和
 

三
年

一
月

 
神

杉
自

治
連

合
会
勤
務

 

あ
っ

た
。

 

 
海

外
で

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
の

情
報

が
あ

り
、
日

本
で

は
２

月
末

か
ら

と
の

こ
と

。

出
勤

の
車

追
い

か
け

舞
う

枯
葉

 
 

 
 

 
 

 
広

川
テ

ル
子

 

柚
子

湯
入

り
今

日
も

暮
れ

た
と

手
を

さ
す

る
 

 
田

原
 

洋
子

 

略
歴
 

 
昭

和
三

五
年

二
月

 
生

ま
れ
 

 
昭

和
五

五
年

四
月

 
三
次

市
農

協
 
入
組
 

コ
ロ

ナ
禍

で
の

新
年

を
迎

え
た

。
子

ど
も

た
ち

家
族

の

帰
省

も
ま

ま
な

ら
ず

、
寂

し

い
閉

塞
感

の
あ

る
正

月
で

山
脈
俳

句
会
《

十
二

月
》
 

出
勤

の
車

追
い

か
け

舞
う

枯
葉

 
 

 
 

 
 

 
広

川
テ

ル
子

 

動
を

、
地

域
の

皆
さ

ん
と
共

に
取

り
組

ん
で

い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

略
歴
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編
集

後
記

 
 

 

 

１
  

  

  

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 

 1

 2

 2

 2

 2

 2

 2

 3

  

２

 
コ

ロ
ナ

禍
の

今
、

い
ろ

い
ろ

な
制
約

は
あ

り

ま
す

が
、
早

期
終

息
を

願
い

出
来

る
こ

と
は

や

り
、

元
気

な
神

杉
を
未

来
に

つ
な
ぐ

た
め

の
活

動
を

、
地

域
の

皆
さ

ん
と
共

に
取

り
組

ん
で

い

１月 
 4 日(月)  

 6 日(水)  

 7 日(木)  

12 日(火) 

13 日(水) 

14 日(木) 

15 日(金) 

16 日(土)  

17 日(日) 

18 日(月) 

       社

19 日(火) 

20 日(水) 

21 日(木) 

22 日(金) 

25 日(月) 

26 日(火) 

28 日(木) 

31 日(日) 

           ス

２月 
1 日(月)  

2 日(火) 

3 日(水) 

4 日(木) 

5 日(金) 

8 日(月) 

9 日(火) 

10 日(水) 

20 日(土) 

１月・

し
て

、
同
じ

時
代

に
生

ま
れ

た
人

々
の

、
笑
顔

の
あ

ふ
れ

る
神

杉
が
理
想

の
故

郷
で

す
。
 

 
コ

ロ
ナ

禍
の

今
、

い
ろ

い
ろ

な
制
約

は
あ

り

)  仕事始め 

)  書道講座 

)  パソコン講

 広報紙配布

 パン教室 

 大正琴 

 パッチワー

)  銭太鼓 

 グランウン

 東部地区会

社交ダンス 

 三味線講座

 書道講座 

 パソコン講

 生花講座 

 社交ダンス

 三味線・舞

 絵手紙講座

 囲碁大会(中

スキーツアー

 社交ダンス

 三味線講座

 書道講座 

 パソコン講

 パッチワー

 社交ダンス

 舞踊・三味

 広報紙配布

) 東部地区ま

１月・２月の

に
声

を
掛

け
て

い
た

だ
き

、
事
務
局

で
お

世
話

に
な

る
事

に
な

り
ま

し
た

。
 

 
神

杉
で

生
ま

れ
育

ち
、

神
杉

に
暮

す
も

の
と

 

 

ソコン講座 

報紙配布・三味線 

 

ッチワーク講座 

ランウンドゴルフ月

部地区会長事務局合

 

味線講座 

 

ソコン講座・俳句講

 

交ダンス 

味線・舞踊講座 

手紙講座 

中止) 

ーツアー(中止) 

交ダンス 

味線講座 

 

ソコン講座 

ッチワーク講座 

交ダンス 

踊・三味線講座 

報紙配布 ・パン教

部地区まちづくり講

月の行事予

就
任

あ
い

さ
つ

 
 
 
河
野
誠

一
郎

 

 
昨

年
の
３

月
末

、
農

協
を
退
職

し
た

と
こ

ろ

に
声

を
掛

け
て

い
た

だ
き

、
事
務
局

で
お

世
話

 

ゴルフ月例会 

事務局合同会議 

・俳句講座 

・パン教室 

づくり講演会 

の行事予定 

就
任

あ
い

さ
つ

 
 
 
河
野
誠

一
郎

 


